
（別紙３）

～ 令和7年　12月　26日

（対象者数） 26名 （回答者数）
20名

～ 令和7年　12月　26日

（対象者数） 8名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後もこどもの様子や気持ちに寄り添いながら、安心して楽

しく通える事業所づくりを続けていきます。

2
今後も保護者の声を大切にしながら、より分かりやすく、納

得していただける支援につなげていきます。

3
引き続き、保護者の不安や疑問に寄り添いながら、丁寧な情

報共有を続けていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
活動内容や人数に応じてスペースの使い方や配置を工夫し、

安全でのびのびと活動できる環境づくりに努めていきます。

2
その日の利用状況や職員配置について、分かりやすくお知ら

せできるよう工夫していきます。

3
保護者のご意見やご希望を伺いながら、無理のない形で家族

支援や交流の機会について検討していきます。

こどもが安心感をもって通所し、楽しく過ごせている点

日々の関わりの中でこどもの気持ちを大切にし、職員との信頼

関係づくりや、落ち着いて過ごせる環境づくりを心がけていま

す。

一人ひとりに合った個別支援計画に基づく支援が行われている

点

面談や日々のやり取りを通して、こどもや保護者の思いを丁寧

に伺い、本人に合った支援内容を計画・実施しています。

保護者との情報共有や相談がしやすい関係が築けている点

送迎時や連絡帳、面談などを通して、こどもの様子を分かりや

すくお伝えし、気軽に相談していただけるよう心がけていま

す。

家族支援や交流の機会が少なく感じられる点
個別の対応が中心となり、全体での取組の機会が限られていた

ためです。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースについて、もう少し広さがあると良いと感じられ

る点

利用人数や活動内容によって、十分なスペースを確保しにくい

場面があるためです。

職員の配置状況が分かりにくいと感じられる点 支援体制について十分にお伝えできていなかったためです。

令和7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　12月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 さんすまいる新宮キッズ

○保護者評価実施期間
令和7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


